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令和 4年度 美幌町社会教育委員会議 

(第 6 回)議事録  

 

１ 開  会                 

 

（牛島社会教育委員長） 

皆さんこんばんは。定刻となりましたので

これより令和 4 年度第 6 回美幌町社会教

育委員会議を開催いたします。 

本日は夜分にも関わらず、またお足元

が悪いところお集りをいただきましてありが

とうございます。 

また、年度末で大変お忙しいところお集

まりいただきありがとうございました。 

開会に先立ちまして事務局より報告事

項がございます。 

 

（立花社会教育課長）  

それでは座ったまま報告事項を申し上

げたいと思います。 

本日の会議ですが澤田委員、辻委員、

國澤委員より欠席のご連絡をいただいて

おります。また、西谷内委員につきまして

は少々遅れますということでご連絡をいた

だいております。 

また、図書館協議会委員から選出され

ておりました宮崎委員につきましては 2 月

28 日付でその職を辞する旨申し出があり、

このことにより社会教育委員につきましても

辞任ということになりますのでこの場で報告

させていただきます。 

本日の会議につきましては美幌町自治

基本条例第１１条の規定に基づきまして全

ての議案を公開で実施いたします。 

次に、本日の会議の議案と資料を確認

させていただきます。 

土日を挟んだ関係で、ギリギリの到着だ

ったかと思いますので大変申し訳ございま

せんでした。もしお忘れの方がいましたら

遠慮なく言っていただければと思いますし

当日の配布資料につきましても、もしなけ

れば言っていただければと思います。 

まず、資料 5 各課長・館長連絡事項、そ

れから北海道社会教育委員連絡協議会発

行の道社連だより第 162 号、それから全国

社会教育委員連合発行の社教連会報第

92 号、北海道教育委員会発行の広報誌

「ほっとネット」第 70 号が A3 版になってい

たと思います。それから教育委員会の 4 月

行事予定表と博物館から「カメラは見た」の

チラシですね。それとちょっと厚い黄色の

表紙の文集めいわ、図書館からのお知ら

せですね。以上８種類のものが今手元にあ

ると思います。なければ言っていただけれ

ばと思います。 

 

（野村社会教育グループ主査） 

本日お配りした資料はお持ちいただい

ていますでしょうか。資料１，２，３，４と評価

表ですね。もしなければお申しつけいただ

けたらと思います。 

 

２ 開会あいさつ                 

 

（牛島委員長） 

それでは開会に当たりまして一言ご挨拶

申し上げたいと思います。 

改めまして、こんばんは。年度末でござ

いますが、今日もちょっと欠席のご連絡が

届いていて残念だなと思っております。こ

の委員で 2 年間活動して参りましたけれど

も、特に第 8 次の美幌町の社会教育中期

計画の策定という大きな仕事をですね、皆

さんと力を合わせながら作り上げたと思っ

ております。特に委員の皆様には大変お

世話になったなと振り返っております。 

このメンバーでの会議は本日が最後とな

りますので皆さんに感謝を申し上げるととも

に皆さんの意見をいただきながら会議をま

とめ上げたいなと思っておりますのでこの

後よろしくお願いします。 

次に矢萩教育長からご挨拶いただきま

す。 

 

（矢萩教育長） 

改めまして皆さんお晩でございます。年
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度末の何かとお忙しい時に加えまして、昨

日侍ＪAPAN の優勝で興奮が覚めやらぬ

中でお疲れのところご出席いただき誠にあ

りがとうございます。 

皆様には常日頃から社会教育の実践者

として色々な分野でご活躍いただいており

ますことに感謝と敬意を表します。また、委

員長からもお話ありましたように本日の会

議が年度最後の会議となります。任期中本

当に皆様には様々なご意見を賜り、町の

教育行政推進にご尽力いただきましたこと

を感謝申し上げます。 

さて、町では先週 16 日まで町議会が開

催され統一地方選挙も今後控えておりま

す。町長、町議選挙を前にして骨格予算と

言いながらも町民生活に欠かせない事務

事業を中心とした総額 226 億円の令和 5

年度予算が可決され新年度に向けて歩み

始めています。 

本日の会議では令和４年度の研究調査

令和５年度の活動計画、補助金交付等々

の案件を用意しております。どうぞお互い

ご忌憚のないご意見を交わしながら実りの

ある会議となりますことをお願い申し上げて

挨拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願いします。 

 

（牛島委員長） 

教育長ありがとうございました。 

 

 

３ 報告事項                    

（1）令和 4 年度社会教育関係各課事業実

績 

 

（牛島委員長） 

では、さっそく議事に入りたいと思いま

す。 

報告事項１令和４年度美幌町社会教育

関係各課事業実績についてを議題としま

す。年度末を迎えましたので各課の実施

事業の結果等について事務局より報告を

お願いします。 

なお、説明については着席のままでお

願いします。また、質問等がある場合は全

ての報告が終った後一括してお受けいた

しますのでよろしくお願いいたしします。 

はじめに社会教育課よりご報告お願いし

ます。 

 

（立花課長） 

はい。では私の方から社会教育課の方

をご報告させていただきたいと思います。 

めくっていただいて資料 1になります。 

資料１の重点事業ということでピックアッ

プしたものがこちらの方に出ております。 

細かいところは資料 2 の方に各種事業

がですね。取り組んだものが記載されてお

りますけれども、時間の関係もございます

ので主な流れについてご報告したいと思

います。 

社会教育課の分につきましては開いて

いただいて 1ページになります。 

まず、大変申し訳ありません。訂正から

お話をしたいと思います。 

推進目標 1 の表の中の一番下の方の

反省評価 A となっている右側に 4 行ほど

文章が書いてあります。その中の 3 行目中

間の右側「未来のアーティストでは 6 件の

補助申請」となっておりますけど申請が来

まして、事業自体はまだ完了していないの

ですが、年度末ということもありましてこれ

以上増えないということでですね。訂正して

いただきまして「8 件」ということで訂正いた

だきたいというふうに思います。 

それでは、説明をさせていただきたいと

思います。 

1 ページ目の上段 推進目標 1 の所に

なります。事業番号が右側に書いてござい

ますけれども事業番号 16 の未来のアーテ

ィスト応援事業になります。 

今年度からの新規事業ということで芸術

文化事業に取り組む高校生までの子ども

たちを対象としました、全道・全国規模の

大会やコンクールなどへの出場するための

経費の一部を補助するものでございます。
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実績としましては、今訂正させていただきま

したけれども 8 件で約 88 万円ということで

予算が 100 万円ということで 90％ぐらいの

執行になる予定です。 

全道・全国に行く、特に本州に行く大会

が多くてですね。やはり、飛行機で移動と

いうことでそういった経費の助成をしていく

ことによって、今まで躊躇していた大会へ

の参加にも参加につながっているということ

も中にはあるんじゃないかなというふうに考

えております。 

その下の事業番号 5 番の高校生リーダ

ー養成講習会ということで例年実施してい

る事業ではありますけれども、令和 4 年度

につきましては民間教育事業者の協力を

いただきながらですね、美幌高校だけでは

なく津別町、大空町にもお声をかけさせて

いただきました。また中学生の方にもチラ

シを配布するなどして呼びかけをしたところ

55 名の参加ということで、大変子どもたち

からも良かったなどの声が多く聞こえる事

業となっております。具体的には 12 月 24

日から 4 日間、午後 1 時からスタートして

午後 5 時に閉講する日程で、その 4 日間

のうち参加者は決められた日程ということ

ではなくて、大学生スタッフが中心になる

んですけれど、その方と相談しながら「今

日はこんなことしたい。」と、自主的にやるこ

とを決めていただきながら、それに寄り添っ

た形でスタッフの方が色々なサポートをし

ていくということで実施をしていっておりま

す。 

当初、非常に申込が少なくてどうしようか

というくらい焦った部分があったんですけ

れどもふたを開けてみるとですね。口コミで

広まって、当初初日しか参加しないと言っ

ていた子が 3 日間来たりとか、どんどん新

しい子が増えてきたりとかですね。本当に

輪が広がっていい事業がですね。ちょっと

我々が伝えきれなかったところは今後、自

ら広めていただいてよりよい形で実施する

ことが出来たという、我々は反省すべき点

が多く残ったんですけど事業としましては

非常にいい形で終了できたかなと思って

おります。 

次に、中段の推進目標 2 の事業番号 2

「イマドキ講座」でございます。こちらは、講

談家 神田山陽さんをお迎えして、世相を

切る講談や伝統芸能の講談のほか、時世

への皮肉も交えた語りを披露していただい

て盛会のうちに終わったものでございま

す。ただ、イマドキ講座とそこだけに絞ると

内容的にイマドキではない部分の内容もあ

ったかなと若干反省点になるのかなと思い

ます。 

その下の事業番号 11 芸術文化鑑賞事

業につきましては皆さんご承知の劇団四

季のミュージカルということで「人間になりた

がった猫」を上演し、多くの方に鑑賞いた

だけたところでございます。 

次の下段の推進目標 3 事業番号 1 番

の多文化共生事業ということでコロナの関

係で取組が遅くなったんですけれども、こ

の 3 月、ちょっと年度またいで 4 月というこ

とで JA びほろ、クレードル食品、2 つの事

業所で働かれている外国人技能実習生の

方に着付、和太鼓など体験するということ

で一部終わった部分がありますけれどもま

だ進行中のものもあります。今週末にもあり

まして進行中ということでございます。ま

た、多文化共生というところでは昨年 12 月

にを JICA の講師を招きまして研修会を実

施しておりますし、そのうえの事業番号 4

美幌町女性国内研修もそういった多文化

共生というのを主題に置いた取り組みをし

ていたところであります。 

最後になりますけども、事業番号 3 青年

団体の活動の援助としまして、現在の町内

の青年関係団体としまして Fjoy と B-live

の 2 つがございます。 

Fjoy につきましては大変子どもたちに人

気の「お化け屋敷」を 8 月の暑い時期にや

っております。 

B-live につきましては自治会連合会青

少年部会と共催しながら「水鉄砲大会」や

青年講座の開催、それから青年の居場所
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づくりということで今年度から B-Labo という

ことで気軽に集える場所を設定しまして交

流してというようなことでメインが人と人の交

流ということでなかなかコロナの影響が大き

くてですね、考えながらそれぞれ実施して

きているというような状況になってきており

ます。 

以上、社会教育課の重点事業の説明と

なります。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございました。 

続きましてスポーツ振興課より報告お願

いします。 

 

（浅野スポーツ振興課長） 

はい。それでは資料 1 の 2 ページ、スポ

ーツ振興課の部分を説明させていただき

ます。 

では、まず推進目標 1 でございますが 1

つ目が総合型スポーツクラブの自立支援と

いうことでこちらにつきましては資料 2 の

11 ページ以降に記載しておりますのでご

覧いただきたいと思いますがスポーツクラ

ブの各種事業を実施いたしまして、積極的

なスポーツ普及活動を展開していただいて

おります。 

続いてスポーツ指導者資格取得補助事

業でございますが、これにつきましては補

助事業としまして日本スポーツ協会公認の

スタートコーチという資格の制度が変わっ

た関係もございまして、この資格を持って

いないとスポーツ少年団の指導者登録が

できないということもあったりして、教育委員

会としては若い指導者の資格取得を奨励

する意味も含めまして補助事業を拡大して

おります。今年度につきましては 11 ペー

ジにも記載ありますが陸上競技 1 名、野球

1 名それとスタートコーチの方で水泳です

とかバレーボール、合気道等計 15 名の指

導者が講習を受けてスタートコーチの資格

を取得しています。正式な交付についいて

は 9 月ごろになりますが 15 名に対して資

格取得の補助金を交付しているところでご

ざいます。 

続いて未来のアスリート応援事業につき

ましては子どもたち少年団の家族等、全

道・全国大会の派遣費補助ということで実

施しておりますが、今年度はコロナの状況

も、感染対策をしながら大会が開催されて

おりそれぞれ少年団で大会に参加されて

おります。 

それで、全道大会に 20 団体、全国大会

に 14 団体出場いたしまして当初 500 万の

予算を組んでおりましたが足りず、533 万

円の補助ということで見込んでおります。 

推進目標の反省評価については A とい

うことでございますが、ただ今説明した内容

で充実した事業展開が出来たのではない

かなというように考えております。 

推進目標 2 ですが、まず情報提供の充

実ということでこちらも各種町のホームペー

ジ、または教育委員会の YouTube チャン

ネルで動画配信するなど情報提供に努め

ておりますが現在、町のホームページの方

に「子どもの活躍応援サイト」ということで活

躍が見ていただけるように、こちらの方でサ

イトに情報を集約している状況でございま

す。 

続いてビホロ 100km デュアスロン大会で

すが、3 年ぶりの開催ということで今回は本

大会を行うことができまして、コロナの感染

状況も収まらない中ではありましたが感染

対策をして無事終了することができました。

こちらについては反省評価 B ということに

なっておりますが今後も引き続き事業展開

に努めてまいりたいと思っております。 

推進目標 3 でありますが、スポーツ協会

の活動奨励ということで資料の方では 14

ページ以降に記載されておりますが、今年

度は水泳競技の原英晃さんをお招きいた

しまして水泳の講演、実技指導を実施して

いただきましたところです。 

レベルアップトレーニング教室について

は専門の講師をお呼びして一般の方々に

参加していただいて充実した教室を開催
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することができました。 

スポーツ指導者講習会ですが先日 3 月

8 日ですが、「子どものやる気をいかに引き

出すか目指せグッドコーチ」というテーマで

スポーツフォーキッズジャパンの渋倉先生

をお招きしまして 47 名の指導者または関

係者の方に研修をすることができました。こ

ちらの反省評価については A ということで

記載のとおりとなっていますので後ほどご

覧いただければと思います。 

以上です。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。 

続きまして博物館よりお願いします。 

 

（鬼丸博物館課長） 

博物館よりご説明させていただきます。 

3 ページになります。 

上段の推進目標 1 についてなんですけ

ど事業番号 1 番から 3 番で書きましとおり

通年で開催しています。全 11 回の博物館

講座、それから全 3 回行いましたみどりの

村を利用した体験学習会及び、全 58 回行

いました学校教育と連携した体験学習会

におきまして、美幌町の自然や歴史、美術

の価値に関しまして多くの方に触れる機会

を提供いたしました。 

また、特に体験学習という形で学校の事

業支援を行ない、その中で SDGs や環境

保護の視点から内容を工夫したりして概ね

目標を達成できたのではないかと考えまし

て、反省評価を A とさせていただきまし

た。 

それからその下の推進目標 2 について

ですけれども事業番号 4 の各専門分野を

持つ学芸員がそれぞれ美幌町の自然や

歴史・美術に関する調査研究を行い資料

の収集を行っていますが、得られた成果に

つきまして展示会や各種イベントの中で活

躍して広く参加者に対しましてその魅力を

発信しています。 

それから事業番号 6 のような形で得られ

ました情報につきましては毎月発行の町広

報紙や博物館情報誌等の印刷物や博物

館ホームページ、メールマガジン等の SNS

の媒体を利用しまして逐一情報を更新しな

がら発信に努めております。全体的に新型

コロナウイルスの感染状況がまだ十分に収

まっていなかったこともあって特に一時、利

用につきましては一部を中止にしたり、募

集人数を制限したりした部分がありました

ので反省評価を B とさせていただきまし

た。 

続きまして 4ページをお開き下さい。 

推進目標 3 についてですが事業番号

1，2 のような形で異世代が交流できて多様

な文化を学ぶために町内の他の施設と連

携して展示会を開くことを進める予定でし

たけれども、新型コロナウイルス感染対策

のために特に緑の苑、美幌療育病院等で

残念ながら展示の更新が出来ませんでし

た。 

同様にですね、その下の 3 番、4 番とい

う形で博物館の調査研究活動や展示活

動、その他講座運営に関しまして興味や

関心、知識、経験がある多くの方を交えて

個人が持っている技術を生かしてもらえる

ような形で進める予定でしたけれども、これ

も新型コロナウイルス感染対策のためにボ

ランティア活動の周知をやむをえず制限す

る形となりました。 

その他参加していただくボランティアの

方々にも分野に偏りがなく参加していただ

けるような工夫の余地がまだあるという反省

になりましたので反省評価は C とさせてい

ただきました。 

以上、簡単ではありますけれどもご説明

させていただきました。よろしくお願いしま

す。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございました。 

続きまして、図書館課より報告をお願い

します。 
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（竹花図書館長） 

図書館課の事業につきまして報告いた

します。令和 4年度は従来継続実施してき

ていた事業も、どんどん新型コロナウイルス

が縮小していきましたため、実施することで

きました。 

5 ページになりますけれども、例えば推

進目標 1 の「子ども未来絵本 036 事業」そ

れから「えいごとあそぼ！」をやってきまし

た。その中で、今年度は美幌町図書館開

館 70 周年という節目を迎えましたので、職

員全員が話し合って色々な事業をすること

にしました。それから、利用していただいた

町民の皆さんに感謝をするとともにもっと実

感していただいて、さらにその方に利用し

ていただくことを目標に色々なアイディア

出してもらって事業を行いました。予算もた

くさんつけていただきました。 

まず 1 つ目は図書館公式キャラクターを

作成しました。若い職員もそうでしたけれど

色々なご当地キャラが活躍していますので

それをマネいたしまして美幌町図書館公

式のキャラクタ―を絵本の作家に依頼しま

した。2 つの構想案をいただきました。それ

から町内外の方に名前を公募いたしまして

決定いたしましたのが「トモビー」となりまし

た。今日お配りした図書館だよりにも載っ

ていますけれども、多分美幌に生息してい

るモモンガをベースに作っていただきまし

た。図書館のト、モモンガのモ、美幌町の

ビということで３つあわせてトモビーというこ

とで素敵なキャラクターを作っていただきま

した。缶バッチを作ったり、資料を作った

り、広報にイラストを付けたり活躍させてい

ただいています。 

2 つ目はキャラクターの名前の表彰の図

書館フェスティバルの方で行いました。70

周年の式典というわけで簡単ですけども教

育長にも参加していただきましたけれども

皆様の前でご披露させていただきました。 

3 つ目に先日、3 月 11 日に北海道出身

の直木賞作家、桜木柴乃さんをお呼びし

ての講演をしていただきました。講演という

よりは、フリーアナウンサーの方と 2 人でト

ークショーをやっていただき、大変好評で

した。200 人の定員を設けたのですが 4 日

か 5 日でなくなりました。多くの方に配るこ

とが出来ずに大変申し訳なかったと思いま

す。 

この３つの大きな事業で多くの町民に喜

んでもらえたと思いますし、その成果を次

年度につなげてきたい、そういう意味で推

進目標の 3 は A を付けていますが、課題

としまして推進目標 2 に C がついていま

す。実は図書館の運営について帯広大谷

短期大学の吉田教授に色々とアドバイスを

いただいたのですがその中で図書館を PR

するにはやはりホームページ、あるいは

SNS をもっと活用しないと、今の時代若い

人の気持ちを惹きつけることはできないよ、

と言われました。それを踏まえて色々やっ

てはいるのですが、なかなか技術的な面と

か予算の面などで十分な取組が出来なか

ったと思います。これは次年度へ向けた大

きな課題としてもっと PR して、せっかく図

書館 70 周年で盛り上がったところでもあり

ますので、大切にして深くつなげていきた

いなと思っております。 

以上です。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。 

それではどこからでも質問ＯＫです。気

になることがありましたらお願いします。 

いかがでしょう。 

 

（寺田委員） 

社会教育課のところで未来のアーティス

ト応援事業についての質問なんですが例

えばどんなアーティストの方が参加される

かという報告ありますでしょうか。 

 

（山本文化振興グループ主査） 

では、私の方からご紹介させていただま

す。 

今、現在のところつい最近までのところ
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まで来まして 8 件ということでお申込みい

ただいてます。 

そのうち 4 件がピアノでございます。ピア

ノのコンクール、連弾、後はソロを含めて 4

件という形でいただいてございます。残りの

4 件は吹奏楽関係でございます。ソロでサ

ックス、ユーフォニウムが 2 件というふうな

形で後の 1 件がアンサンブルというふうな

形で申し込みをいただいているというところ

でございます。 

なお、文化系の大会が 3 月に集中して

いるということもございまして、ちょうど本日

大会があったものとまた来週に大会がある

ものといった形でまだ残っているというとこ

でございますので申し添えさせていただき

たいと思います。 

以上でございます。 

 

（牛島委員長） 

ただ今説明ありましたように、報告に関し

てですけど課長からもお話ありましたけれ

ど学校単位のコンクールではなくて個人の

技術を持ってですね、全道・全国に出場す

る子どもたちですけど１人で演奏するので

必ずピアノの伴奏がつくんですよ。今まで

はピアニストさん連れていく旅費だとかは

全部出場するご家族が負担して出ていた

んですよ。でも、このアーティスト応援事業

が出来たことによって、少し町からも応援い

ただけることで思い切って挑戦できる子ど

もたちが出てきたということですごく素晴ら

しい事業だと思いますし、成果も十分に出

ていると思います。このサックスの子はご存

知の方も多いのと思いますけど音大を受験

して合格して 4 月から東京に出ていくとい

うことでございます。 

コンサートもあったんですけれど、とても

素晴らしい演奏でした。そういう子どもたち

が少しずつですね、育っているな、育てて

いただいているなと感じております。余計

なことを話してしまいましたが自分の守備

範囲でしたのでお話させていただきまし

た。 

他どうでしょうか。 

茂手木さんいかがでしょうか。 

 

（茂手木委員） 

個人と団体の場合で補助金というか金

額っていうのは違ってくるんですか。 

 

（立花課長） 

要項がありまして人数が増えていくと当

然とかかる経費が増えていきますから、補

助する額も増えていきます。 

 

（牛島委員長） 

守備範囲が違うのですが、コンクールと

か団体で出場する大会は学校が、中体連

と同じような考え方なのですが、未来のア

ーティスト応援事業はスポーツ少年団と同

じように個人で挑戦出場していって全道全

国大会への出場権を得たものに対して、全

額ではないのですが、学校教育でカバー

できない部分を社会教育の事業として応

援してもらってるという形ですね。 

そこはスポーツとは違うのかなというとこ

ろですね。補助率とか。スポーツは団体も

あるし、個人もあるしというところで。 

 

（浅野課長） 

そうですね。個人の国体に出るとか個人

の競技もありますし、基本的には社会教育

も同じように、大会に参加する中で対象経

費に対する 2 分の 1 とか 3 分の 1 とか考

え方は変わらないかなと思います。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。 

スポーツの未来のアスリート事業、芸術

版のアーティスト事業ということでスタートし

たばっかりなんですけど本当に助かってお

ります。 

挑戦する子どもたちが圧倒的に増えまし

たね。また、理解が増えるともっと挑戦でき

る子たちが増えていくのかなと思っておりま

す。 
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他何かございませんでしょうか。 

図書館、博物館、スポーツ振興課でも。 

 

（下山委員） 

おもしろそうだなと思ってもうちょっと聞き

たいなって思ったのは図書館課のビブリオ

バトルなんですけど、準備不足で開催する

ことができなかったと書いてあるのですが

予定としてはどのような感じだったのでしょ

うか。 

 

（竹花館長） 

コロナがまだ流行っていたので皆の前で

自分の意見を言い合うような感じができな

かったのですが、お互い自分を主張するこ

とで相手が持っている話を受け入れるみた

いな感じです。出来たら学校の子どもたち

を巻きこんでやりたいなと思っていたので

すが１回目としては、大人で練習して、何と

か来年度は子どもたちと一緒にできたらな

と思っております。 

 

（下山委員） 

ありがとうございました。美幌の中高生と

一般の方も対象にするみたいな感じです

か。 

 

（竹花館長） 

そうですね。広く対象にして。 

 

（下山委員) 

  ありがとうございます。 

 

（牛島委員長） 

他、いかがでしょうか。 

 

（酒井委員） 

社会教育課の高校生リーダー養成講習

会なのですが、非常に素晴らしい企画で

私も参加したんですけれど、最初にイメー

ジしていたものとは違ってですね。素晴ら

しくてですね。ちょうど本校は冬休みの講

習会とぶつかってしまって、途中参加だと

かというところで参加したのですが、参加し

た生徒はすごくいい感想を言っていて、ま

た行きたいということで素晴らしいものでし

た。そして、３年生にも受けさせてあげたい

なと思いまして、冬休みの３年生は本当に

追い込みの時なので、できれば夏がいい

なと。恐らく今度は一度体験しているから、

どういうものかとはわかっていると思います

しきっと希望は出ると思うんですよね。そし

て、口コミで参加者もまた増えていくという

ふうに思っておりますので、これは容ぼうで

すけど、夏に実施していただけないかなと

いうことです。 

 

（立花課長） 

今回の開催に当たりまして本当にありが

とうございました。今回ですね。本当に時

期がなかなか厳しい時で私たちも冬場にど

うですかと１０月ぐらいに声をかけられたも

のですから。継続してやっていただけると

いうことで民間の会社の方はですね。そう

いった回答をいただいておりますので、来

年度につきましては夏の開催ということで

今徐々に打ち合わせを始めているところな

んですけれど、恐らく々４日間の開催の形

になると思うんですけれど、初日から参加

いただけますように日程を調整しているとこ

ろでございます。 

 

（酒井校長） 

すいません。よろしくお願いします。 

 

（牛島委員長） 

夏に積極的にね。開いていきそうですの

で楽しみにしていこうと思います。 

他にいかがでしょうか。 

私の方から 1 件、劇団四季が去年コロ

ナの関係でスキップしたんですけれど来て

いただいて見させていただきました。札幌

の四季劇場がコロナ等々の関係で閉鎖に

なったんですよね。なので、劇団四季を見

るために東京まで行かないといけない状況

の中で、やっぱり北海道に来ていただくチ
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ャンスがあれば美幌町の皆さんにも見てい

ただきたいなというふうに思っておりますの

で継続的に開催していただければなと思

っております。毎年というわけにはいかない

のですが、来たる時期が来ましたら是非町

民の皆さんに見てもらえたらと思います。

本当に感謝しております。 

他どうでしょうか。 

 

（下山委員） 

コミュニティスクールについて教えてほし

いんですけれど、僕もコミュニティスクール

についていまいちよくわかっていなくて、今

後どういう形で進んでいくのかなというとこ

ろを知りたいなと思っています。 

 

（野村主査） 

社会教育課の方でやっているコミュニテ

ィスクール事業につきましては文部科学省

の方で言っている学校運営協議会制度と

は別な視点でですね、それぞれの小学校

区を単位とした子どもたちと大人の方と一

緒に体験する活動を通して、小学校区を

単位とした子どもと大人の方の皆さんの交

流をメインに活動をしております。美幌の

事業は全国区といいますか、先駆けても平

成１６年度から継続をして開催しておりまし

て、それぞれの小学校区で特色のある事

業を展開しておりまして、例えば美幌小学

校でいきますとお正月時期に「親子で正月

を楽しもう」ですとか、あと盆踊りの講習でし

たり東陽小学校でいきますと東陽小学校の

シンボルフラワーですか、学校のシンボル

「ひまわり」ということもあって、校区の自治

会や校内にひまわりを植え環境美化をや

ったりだとか、あと旭小学校でいくと学校の

運動会に参加されるお子さんにチョコバナ

ナをふるまったり、手作りおもちゃの講習を

やったりですとか、そういった地域の大人

が持っている知識や技術を持って子どもた

ちと交流するみたいな事業をやっていま

す。ただ、ちょっとコロナの関係で令和 2，3

年はちょっと止まっていて令和 4 年はでき

た学校とできなかった学校であったんです

けども、地域の大人の皆さんが学校に以前

はお邪魔させていただいていたんですけ

ど、令和 5 年度に以降徐々に復活できて

いくのかなと思っているんですけれど、そ

れぞれの校区の運営委員会が主体となっ

て活動していただいてまして、そこに継続

的に今後も支援していきたいと思っていま

す。あと、学校運営協議会については社会

教育課でやっているものとは別な形でです

ね。いわゆる、文部科学省指示のもと一応

全国の学校に置くということになっているの

で、そことはちょっとまた活動を分けている

んですけどそういった形でやらせていただ

いてます。 

 

（下山委員） 

ありがとうございます。 

 

（牛島委員長） 

よろしいですか。他いかがでしょうか。 

コロナの関係ですよね。 

3 年間一変していく。活動も大きく変わっ

てきたんですけど、少しマスクも取れるかな

とか、国としては風邪の分類にしようかなと

かやっと落ち着いてきたのかなと思うところ

もありまして、そういう流れになってきている

と思いますのでちょっとブレーキのかかっ

た事業なんかもですね、各課でまた推進し

やすくなるのかなと明るい兆しも見えており

ますので、引き続きコロナに気を付けなが

ら事業を多く展開できることを願っていま

す。よろしいでしょうか。 

ありがとうございました。それでは報告事

項 1 令和 4 年度美幌町社会教育関係各

課・各館の事業実績を終了いたします。 

 

４ 協議事項                   

（１）社会教育委員の研究調査について 

 

（牛島委員長） 

次に協議事項に入ります。 

協議事項 1、令和４年度美幌町社会教
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育委員の研究調査についてを議題としま

す。この件につきましては事務局より説明

をお願いします。 

 

（野村主査） 

それでは社会教育委員の研究調査とい

うことで事前に郵送でお送りさせていただ

きました資料 3 ということで、研究調査報告

の案をお示しさせていただいておりますの

でその中身についてご説明させていただ

きたいと思います。今年度第８次中期計画

の推進目標 3 であります「多様性を尊重し

た学び」についてということで、多様性とい

うものが一体どういったものなのかということ

について議論を進めてまいりました。 

報告書の中身に入っていきますが具体

的にはまず 3 ページになりますけれども、

研究調査の取組ということで昨年 7 月の会

議で意見交換をしたのを皮切りに 12 月に

研修会、そして 1 月に教育委員さんとの意

見交換を兼ねてグループワークということ

で意見交換をさせていただいております。

4 ページ以降ですね。研究調査の内容に

ついて記載をさせていただいております。

まず、7 月 14 日の会議の時には、先入観

なしに「多様性」という言葉がもつそれぞれ

のイメージをですね。自由に発言してもら

って情報共有をするところから始めさせて

いただいてグループ A とグループ B こちら

に記載の通りの意見が出ていたというとこ

ろで記録させていただいております。  

5 ページ、12 月 10 日の研修会では先

ほど立花課長からもご報告申し上げました

けれども、多様性理解を深めるための研修

会ということで JICA の職員にお越しいただ

きまして多様性を理解するための体験ゲー

ムや美幌町に外国人が増えて良いと思うこ

とや悪いと思うことなどについてグループワ

ークをして大変有意義なことが出来たかな

と思っています。グループワークといいます

か異文化体験ゲームに参加した後に参加

者から寄せられた感想について載せさせ

ていただいております。ある意味ではこの

研修会に参加した皆さんこの意見というの

が町民の皆さんの声だというような捉え方

もできるかなというふうに考えております。 

ちょっと飛びます。7 ページにいきまして

1 月の社会教育委員会議にですね。第 5

回の会議の時に教育委員の皆さんと社会

教育委員の皆さんで議論したことについて

ホワイトボードにまとめたものをですね。あ

の、これでいいかというところもちょっと感じ

ながらもまとめさせていただいたということ

でグループ A とグループ B それぞれでま

とめさせていただいております。 

8 ページに考察ということで、そんなにた

いそうなものではないんですけれど 1 月の

会議で 2 つのグループの会議でですね、

こういうことかなということでまとめさせてい

ただいております。やはり今回の研究調査

でわかったことは外国人ですとか色々な価

値観を持った方もそうなんですがやはり言

葉が通じる日本人同士のコミュニケーショ

ンの在り方ですとか、後はそういった様々

な立場に置かれた方を受け入れる住民の

皆さんのゆとりですとか余地っていうのをど

うやって作っていくのかということが問われ

た研究調査でなかったかなというふうに考

えております。新型コロナを契機にです

ね、本当に人と人が直接会わなくても何と

なく生活できる世の中になっているんです

が、やはり社会教育行政としては、人と人と

が直接会って、それで人の心を少し揺り動

かす体験っていうのがやはりまだまだ必要

ではないかというふうに感じています。そう

いった気持ちを原案とした形でまとめさせ

ていただいてますし、この中期計画の目標

実現のために PR にも一層力を入れていき

たいなというふうに考えております。 

それで、11 ページ以降は皆様にご協力

いただきました事業視察のまとめですね。

２月末現在までいただいたものについて資

料というかグラフに、あと感想ということでま

とめさせていただいておりますのでこちらに

ついてはお読み取りいただきたいというふ

うに考えております。 
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また、17 ページには今年度の社会教育

委員の皆さんの活動を実績ということで一

覧表をまとめさせていただいております。あ

のコロナ禍ではあったんですけれども、予

定していた会議それから事業、研修、事業

視察等々含めて概ね当初の計画通り実施

することが出来たものと考えております。 

18 ページ以降については 12 月 10 日

に開催された研修会の資料を添付させて

いただいておりまして、この内容を持って

調査報告案ということでまとめさせていただ

いております。このあと皆様方からご承認を

頂ければこの内容を持って委員長の方か

ら教育長の方に研究調査報告受け渡しさ

せていただきたいと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

以上です。 

 

（牛島委員長） 

事務局の方から説明ありました。委員の

皆さんに積極的に参加していただいた研

修会だったなと思いますし、充実してくれ

たらというふうに考えております。 

なお事業評価に関わる事業視察につい

ても積極的にグループで取り組んでいただ

きまして、報告にあるとおりできたかなと思

っております。色々お時間をいただきま

た、視察をしていただきましたことについて

感謝を申し上げたいと思います。 

どこからでも結構ですがご質問、ちょっと

聞きたいなとかありましたらいただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

それぞれここにいらっしゃる委員の皆さ

んがですね、参加されたまたは協議された

中身ですが、よろしいですか。 

 委員のお力を借りてですね。事務局のお

力を借りて大きな冊子にまとめることが出

来ましたし、私たちの成果かなと思います

ので次年度に引き継ぎしていきたいと思い

ます。 

承認いただけたということでよろしいです

か。 

 

【一同承認】 

 

（野村主査） 

それでは、委員長のほうから研究調査報

告を教育長の方に手渡しいただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

 

（牛島委員長） 

教育長には案を見ていただきましたけれ

ども、私たちの活動の成果としてお受け取

りいただければと思いますので、よろしくお

願いします。（委員長より教育長へ手交） 

 

（矢萩教育長） 

ただいま牛島委員長から報告書をいた

だきました。今、野村の方からも説明ありま

したけれども多様性に関する記載がありま

して私も非常に心に響いたところがありま

す。 

改めてご紹介させていただきたいと思い

ますけれども資料の 1 ページになりますけ

れども、中段で「一言で多様性といっても

その切り口は様々であり、これが正解という

ものはありません。ただ、お互いを思いやり

配慮し、それぞれの生き方を認めあうこと

は新型コロナウイルス感染拡大を機にデジ

タル化が急速に進み、人と人とが直接触れ

合わなくても日常生活を送るできるようにな

った現代社会だからこそ重要なものであ

り、このことを再認識する研究調査となりま

した。」とあります。 

まさしく本当に人と人、心と心の交流、学

びは社会教育活動の基本であり、魂の部

分なのかなと痛感しているところでございま

す。このような研究調査を通じて多くの気

づきと学びにつなげていただきました皆さ

んに改めて感謝とお礼申し上げます。 

本当にありがとうございました。 

 

(牛島委員長) 

教育長ありがとうございました。 

それでは以上で協議事項１令和４年度

美幌町社会教育委員の研究調査につい
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てを終了いたします。 

 

(２)社会教育委員会議日程等について 

 

(牛島委員長) 

次に協議事項 2、令和 5 年度美補幌町

社会教育委員会議日程についてを議題と

いたします。事務局からお願いします。 

 

(立花課長) 

議案の 3ページ目をご覧ください。 

表形式で記載していましたので各自で

見ていただければと思いますが、令和 5 年

度の補助金についてですね。令和 5 年度

の 4 月にという形で今までやってきており

ました。既に 3 月の定例町議会も終わりま

して、議決されたものを審議するという追認

というような形になっていたので、社会教育

委員活動の主旨と照らし合わせた時に、補

助金交付団体の活動実績を見ましてです

ね。補助金を交付することが適当かどうか

について皆様から意見をいただくというの

がその主旨となってございます。そういった

ことから、表にあるとおり 4 月にやっている

ものを 11 月にずらして、今年で考えますと

令和６年度予算に向けての審議をするとい

うことで皆様の意見を実際の予算編成に

反映させるというような形に変更させていた

だきたいというように考えております。ただ

今回につきましては、審議も何もなしで令

和 5 年度の補助金交付団体に補助金を

交付するということにはなりませんので、こう

いった変更を認めていただいた上で、この

後の協議事項で令和 5 年度の補助金交

付についての審議をさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（牛島委員長） 

ただいま事務局より説明ありました。ご提

案ありましたけれど、来年度以降の補助金

交付の審査について皆様の意見等を反映

させていただけるよう１１月に行いたいとい

う提案でございました。会議の開催も原則

奇数月ということで 1 年間進めていきたい

というふうに賜っております。 

ただいま説明あったとおりですがご承認

いただけますでしょうか。 

 

（野村主査） 

ちょっと補足なのですが、以前は 11 月

もしくは 12 月の会議で補助金交付団体の

審議をしていたんですけれど、色々な経

過、町民の皆さんへの情報公開ですとか

会議の傍聴ですとか自治基本条例ですと

か色々な流れの中で、この補助金交付団

体の審議が 4 月になっていて、結果的に

議会の議決を経た後に町民の皆さんにそ

れを知らしめるという部分もあって、4 月と

いうことで審議をしていたんですけれど、結

局議決後の追認という形になっておりまし

て、社会教育委員の皆様本来の役割でい

うと、特に 11 月はもともと新年度の事業計

画案を各課から説明させていただいて予

算の増減を伴う部分のご意見も含めていた

だけるのが 11 月の会議であることも踏まえ

まして、社会教育委員の本来の役割を考

えた時にはやはり 11 月の会議でご審議い

ただいて、先ほど課長からお話あったよう

に予算の増減を含めたご意見をいただい

た中で新年度予算編成に向かうというタイ

ミングが適当かなと、美幌町ではその時期

が良いのかなというふうに思っております。

他の町では色んな時期があってこれが正

解とかないんですけど美幌町の現状でい

けば 11 月に審議させていただく、元に戻

すような形になるのかなというふうに考えて

おります。 

 

（牛島委員長） 

予算等々に関わってこの時期に各団体

の補助金申請について社会教育委員会

議で審査をしお願いすると。それが３月の

町議会で承認されて執行されるという形に

なります。実は令和 5 年度の予算はすで

に議会で承認されていて、これを私達社会

教育委員会議が追認するという形になって
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いて、認めざるを得ない。これがちょっとお

かしいということで、これをもとに戻すという

ことで、本当にその通りかなと思いますの

で、この件次年度から進めさせていただく

ということでよろしいですね。 

ありがとうございます。 

 

（３）社会教育委員関係団体に関する補助

金交付について 

 

（牛島委員長） 

次に協議事項３ 令和５年度美幌町社

会教育関係団体に対する補助金交付に対

する補助金交付についてを議題とします 

事務局より説明お願いします。 

 

（立花課長） 

議案の 4 ページ目になります。まず、審

議に入る前に社会教育委員さんからご意

見をいただく理由ということで今の協議事

項の中でも触れておりましたけれども、社

会教育法によりますと地方公共団体が社

会教育関係団体に対して補助金を交付し

ようとする時は社会教育委員会議で意見を

聞くことが社会教育法の第 13 条というとこ

ろで規定がされております。 

そういったところから、先の協議事項で

審議時期を変更することになったのです

が、先ほどちょっとご説明しましたとおり、ま

るきり審議しないで交付ということにもいか

ないものですから、令和 5 年度分につきま

しては先ほどからお話が出てますとおり追

認という形になるんですけれども、この後審

議をしていただきたいというふうに考えてお

ります。議案の目次に記載の 3 団体につ

きましてご意見をいただきたいと思ってい

ます。また、この 3 団体に関係する委員さ

んが本日いらっしゃいますのでその際には

一度退席していただいて審議するとそして

終り次第戻っていただくというような形で考

えております。 

（牛島委員長） 

それでは、はじめに（１）美幌町ＰT 連合

会について審議といたします。本日、辻委

員は欠席されておりますのでそのまま審議

を進めて参りたいと思います。 

事務局より説明お願いします。 

 

（立花課長） 

はい。それでは美幌町ＰTA 連合会、表

の一番上の団体になります。代表者は佐

藤朴元様。団体の目的としましては各学校

の積極的な活動を助長し、その目的達成

に必要な援助並びに会員相互の連絡提

携と融和を図ることとなっております。 

令和 5 年度の要望額は 148,000 円で、

令和 4年度当初予算額と同額となっており

ます。こちら記載のとおり実績につきまして

はコロナの影響で各種事業が中止になっ

ているところです。令和 4 年度の交付実績

は 0 となってございますけれど、その中で

もですね。資料 4 の 1～5 ページ目が関係

資料となります。感染の状況が落ち着いて

る時などを見計らって、参加できるものに

は参加していく形となっておりました。それ

に伴う予算の収支ですけど 3 ページ目に

記載があります、先ほどの書面開催や中止

となった事業があったことから美幌町から

は補助金の交付がない状態で事業に参

加、実施をしてまいりました。 

4 ページの令和 5 年度の事業計画につ

いてですけどもこちら、コロナが収まること

を期待しつつという状況だと思うんですけ

ど例年ベースで実施するというような形とな

っております。その中で 9 月ふるさと祭りの

ちょうど下になりますけれどオホーツク中部

地区ＰTA 連合会母親研修会が美幌町で

実施予定ということで我々、社会教育課と

してもバックアップしながら開催するといっ

た感じになります。 

それと事業等々に係る経費ということで

次の 5 ページ目の会計の収支予算案にな

るんですけども総額で 362,785 円の収入

をいただき、また、同額をそれぞれの事業

で支出するようになっています。 

令和 4 年度と予算ベースでは同じ
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148,000 円ということでなっています。た

だ、繰越金がない見込でスタートするの

で、若干事業の方を精査しまして削減でき

るところは削減してという感じで予算の方も

作成されているという状況です。 

以上で令和 5 年度の計画となってござ

います。 

事務局の方で内容を精査しまして補助

金支出が適当と判断しました。以上ご説明

させていいただきましたのでよろしくお願い

します。 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。 

ただいま事務局から説明がございました

が、皆様方よりご意見やご質問はございま

せんか。 

（茂手木委員） 

3 ページの収支決算の中の 1 番の会費

で今年度美幌高校から徴収しなかったとの

事なんですけど、その理由っていうのは一

体何だったんですか。 

 

（野村主査） 

美幌高校からは例年、生徒 1 人 1 人か

らではなく学校として確か 1 万円だったか

なと。そういう形で毎年負担いただいてい

て、PTA 連合会の予算の多くが、いわゆる

上部団体であるオホーツク中部地区ＰTA

ということで小中の動きを想定して会費の 1

万円を徴収しなくても、会の運営として繰

越金とか自己財源などがあってその中で

やりくりできるということで令和 4 年度につ

いては美幌高校さんからは徴収しなかった

という判断に至ったものと思っております。

思っておりますとしか言えないのですが、

多分そういう経過だと思います。 

 

（立花課長） 

確認はしてないんですけれど、去年の

事業実績の２ページ目ですね。７月に美幌

町ＰTA 連合会「６校のつどい」ということで

ここが美幌高校さんに関係してくる部分で

その事業が中止になっているところも恐らく

関係してくるのかなと受け止めておりまし

た。ただ、はっきり確認はしていないんです

が。すいません。 

 

（牛島委員長） 

色々とコロナとかは影響がありますね。

良く事情が分かりましたので良かったと思

います。 

他の方どうでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

 

【一同承認】 

 

（牛島委員長） 

それでは美幌町 PTA 連合会の補助金

交付について承認いただいたということで

よろしくお願いします。 

次に美幌町文化連盟の審議に入ります

が、私当事者ですのでこの後杢師副委員

長にお願いし、私は退席しますのでよろし

くお願いします。 

（杢師副委員長） 

それでは進行を交代します。 

美幌町文化連盟について審議しますの

で事務局より説明をお願いします。 

 

（立花課長） 

はい。先ほどと同じ議案 4 ページ団体

一覧中段②の美幌町文化連盟になりま

す。   

代表は牛島義蔵様、団体の目的は美幌

町における文化団体の連携・協調を図り、

本町の文化の発展に期するものとなってい

ます。令和５年度要望額は 225,000 円で

令和 4 年度と同額になっております。文化

連盟の内容につきましては先ほどの資料 4

の 6ページから 12 ページが関連する資料

になります。 

まず、7 ページの令和 4 年度に実施さ

れた主な事業ですが、文化連盟につきまし

ても新型コロナウイルス感染症拡大の観点

から対策を行いながら、今まで同様にフル
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の状態ではない部分もありますけど、若干

縮小したりしながら実施してきております。 

感染拡大が大きくなったため、実施する

ことが出来なくなった新春文化交流会がご

ざいますけれども、他の事業については感

染対策をしながら実施してきております。 

8 ページ目をご覧いただきたいと思いま

す。こちらにはそれぞれの詳細ということで

記載がされております。文化祭につきまし

ては「びほーる」の座席数は前 2 列を除い

た 456 席を 1 つ飛びとかではなく、また指

定席とかでもなく皆さんに除菌シートをお

配りして自分の身を守るコロナ対策を実施

して 456 席を開放しての実施となっており

ます。 

また、前年度同様に当日の映像を編集

しまして、教育委員会公式 Youtube チャン

ネルでの配信も実施しております。 

9 ページの収支決算状況になります。収

入につきましては記載の通り会費のほか、

町の補助金として当初の予定どおり

225,000 円、事業収入といたしましてチケッ

トの売り上げなどが 289,500 円ということ

と、それから雑入ということで自販機の利息

となっていますけど DVD 販売の売上げな

どもあるということで 46,200 円ということで

なっています。 

支出の部では事業費が主な支出となり

ますけども、毎年発行している文化誌の編

集と発行、それから文化連盟の独自の表

彰、それから芸術祭の開催経費、また周年

記念事業のための積立金も支出しておりま

して合計が 685,746 円というふうになって

います。差引 2,000 円が翌年度へ繰越と

いうことになります。 

続きまして 10 ページ目になります。令和

5 年度の事業計画ということで記載がされ

ております。例年どおり芸術祭、文化祭、

芸術文化鑑賞事業の開催についての事業

計画、それから新春文化交流会、これにつ

きましては令和 4 年度が中止ということで

ありますのでぜひ開催したいというふうにお

聞きしています。 

令和 5 年 5 月 8 日にですね。コロナウイ

ルスが 2 類から 5 類になるということで、何

となく規制が緩くなる感じがするんですけ

れども、やはり人が集まるということで必要

な感染防止対策をしながらそういうような事

業を実施していきたいと思います。 

12 ページに収支予算、詳細が記載され

ていますので見ていただければと思いま

す。事業の実施につきましては 11 ページ

の令和 5 年度の予算案に基づきまして実

施をしていくことで収入総額につきまして

は例年ベースで 618，000 円ということにな

ります。  

 支出につきましては事業費の他文化誌

の発行で 200,000 円、芸術祭の経費で

90,000 円、新春文化交流会で 50,000 円と

いうのが主な支出となっておりまして合計

で 618,000 円となっています。 

以上が令和 5 年度の計画となっており

まして、事務局の方で内容の精査をさせて

いただきまして、補助金の支出は適切だと

判断しましたのでご説明させていただきま

したのでよろしくお願いします。 

 

（杢師副委員長） 

  ありがとうございました。ただいま事務局

より説明がありましたが皆様方よりご意見ご

質問はありませんでしょうか。 

ありませんか。 

それでは美幌町文化連盟の補助金交

付につきましては承認することとしてよろし

いでしょうか 

 

【一同承認】 

 

（杢師副委員長） 

ありがとうございました。 

それでは美幌町文化連盟の補助金交

付につきましては承認されました。 

次に特定非営利活動法人美幌町スポー

ツ協会について審議を行います。 

退席いただいている牛島委員長にお入

りいただき、関係する伊藤委員におかれま
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しては退席をお願いします。 

牛島委員長が戻られましたので、ここか

らの進行を再び牛島委員長に交代しま

す。 

 

(牛島委員長) 

それでは再び進行を交代いたします。 

特定非営利活動法人美幌町スポーツ協

会について審議いたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

(浅野課長) 

それでは、私の方から説明させていただ

きます。資料 4 の 13 ページをお開きくださ

い。特定非営利活動法人美幌町スポーツ

協会より関係書類を提出いただきまして 14

ページ令和 4 年度の事業実績ということで

いただいておりますが、今年度につきまし

ては記載のとおり、施設管理または各団体

の育成支援、またスポーツ講演会等の事

業等を実施していただいているところでは

ありますが、これまでコロナ禍による影響が

大きく、町民体育を語る夕べが開催でき

ず、またグランドホテルの会場等の関係等

もありまして令和 4 年度、または来年度も

そうですが開催できずという状況になって

います。それ以降につきましては例年同様

実施していただているところでございます。 

次の 15 ページに令和 4 年度の決算見

込を載せておりますが、こちらにつきまして

も当初予定どおり町の補助金、負担金そ

れと先ほど言いました町民と体育を語る夕

べについてはスポーツ協会が予算決算等

を担っておりますが、ほか施設管理含めま

して円滑に事業の方を実施していただい

ているようなところでございますので内容に

つきましては記載しておりますのでご覧い

ただければと思います。 

続きまして 17 ページになりますが令和 5

年度の事業計画案ということではあります

が、先ほどと同様にイベント事業につきまし

てはスポーツ協会独自の収益事業となる

町民と体育を語る夕べにつきましては来年

度も実施しないということでまたそれに代わ

るものを役員と話し合っていくことでお聞き

しています。 

その他の事業ですが自動販売機収入な

んですがトレーニングセンター、またサニ

ーセンター等に設置しております自動販売

機の収入も利用者の減ですとかマイボトル

を持ってきたりということでそちらの収入も

減ってきている状況ではありますが、それ

以外施設の管理をしていただいております

ので事業につきましては今年度同様実施

していくという予定で進めていきたいと思い

ます。 

18 ページ、予算となりますが予算につき

ましては例年同様の予算ということになっ

ています。施設の維持管理につきましては

物価高騰ですとか人件費高騰により若干

の増となりますが予算につきましても例年

同様の見込で予算計上していきたいとのこ

とでございます。 

また町補助金につきましては、例年同様

1,125,000 円ということですが、これにつき

ましてはスポーツ協会補助金交付要綱に

基づきまして積算した上で適切な補助金と

いうことで考えておりますのでご承認いた

だければと思います。 

20 ページにはスポーツ協会の加盟団体

ということで 24 団体が加盟していただいて

おります。解散と脱退した団体等ありました

が令和 4 年からは 6 番目の美幌町相撲連

盟や美幌町サイクリング協会など新たな団

体が加入していただいたということで引き

続き美幌町のスポーツ振興にご支援いた

だけるものと思っています。 

よろしくお願いします。 

 

(牛島委員長) 

ご説明ありがとうございました。 

皆様方からご意見ご質問ありませんでし

ょうか。 

いかがですか。よろしいですか。 
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それでは特定非営利活動法人美幌町ス

ポーツ協会について承認することでよろし

いでしょうか。 

 

【一同承認】 

 

（牛島委員長） 

ありがとうございます。美幌町スポーツ協

会の補助金は承認されました。 

以上で協議事項 3、令和 5 年度美幌町

社会教育関係団体への補助金交付につ

いてを終ります。 

退席いただいていた伊藤委員が自席に

戻ってまいりますので少々お待ちくださ

い。 

 

(4)社会教育中期計画単年度評価につい     

  て 

 

(牛島委員長) 

次に協議事項 4、美幌町社会教育中期

計画単年度評価についてを議題といたし

ます。第 8 次計画に掲げている推進目標

がどの程度達成されているかの評価作業

ですが、第 8 次計画は 1 年目が終了する

こととなります。昨年度は、第 7 次最終年

の評価を皆様に取り組んでいただいたと思

いますが、評価方法についておおよそ、ご

存知かと思いますが、初めて作業をされる

委員もいらっしゃいますので、再確認の意

味も含めまして事務局から評価方法につ

いて説明をいただきたいと思います。 

 

(野村主査) 

それでは第 8 次美幌町社会教育中期

計画単年度評価ということでクリップ留めを

した表紙があったと思います。そちらをご

覧いただきながら説明させていただきたい

と思います。 

第 7 次の計画から、美幌町社会教育中

期計画の単年度評価についてはその推進

目標の達成がどの程度されているかという

のを社会教育委員の皆様に評価をしてい

ただいておりまして、第 8 次計画について

も同様に単年度評価に取り組んでいただく

ということで昨年の会議で確認させていた

だいております。 

今回はそのことに基づきまして単年度評

価の内容についてご説明をしたいと思いま

すので記載例という資料が 1 番上につい

ていると思いますが、記載例をちょっとご覧

いただいて。まずお名前を必ず書いてい

ただくということでお願いしたいということ

で、赤枠でですね。必ず記載してほしいと

いうのが中期計画の推進目標自体の 5 段

階評価ということになります。こちらは行政

の方で評価はせず、社会教育委員の皆様

による評価作業をお願いしておりますので

5・4・3・2・1 のどこかに必ず丸を付けてい

ただいたいというふうに思います。 

推進目標に基づく各課の取組の行政評

価として先ほど資料１で A・B・C でご説明

させていただいた中身も、今ご覧いただい

ている評価表の方に記載をさせていただ

いております。それぞれの各課の取組に対

する皆様の評価についての記載は任意と

させていただいておりまして、事業視察で

見ていただいたグループ、それから資料 1

資料 2 でお配りした事業実績の資料、そ

れから資料 3 の研究調査報告の内容を踏

まえて、こちらについては任意ですとなりま

すが記載できる範囲の中でまるを付してい

ただくということでお願いしています。また、

評価の下段の方にですね、理由や感想と

いうことを書く欄を設けております。こちらも

自由記載ということで書いても書かなくても

結構でございます。 

推進目標 3 の評価表の下に、その他と

いうことで本当に自由記載ということで書く

欄を設けておりますので評価に関わらない

部分で何か書きたいこと等があれば是非、

この欄にお書きいただきたいというふうに

考えております。 

必ず記載していただくのが、皆様のお名

前と推進目標自体の達成度ということで赤

枠で太くかこっている 5・4・3・2・1 のとこ
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ろ。これを必ず書いていただいて評価をし

ていただきたいというふうに考えておりま

す。 

先ほど申し上げたとおり、行政の方では

推進目標そのものの評価はしておりませ

ん。社会教育委員の皆様からいただくもの

が唯一のものとなっておりますのでご協力

いただきたいと思います。 

評価票の枚数は去年まで 3 枚だったん

ですけれど今年は 2 枚に減らすことが出

来ました。3 枚から 2 枚に減らすことが出

来て少し軽くなったかと思っております。 

本当に丸付けしていただくだけの評価と

いうことで手掛けやすいというと違うんです

けれど、まるを付けていただくだけで評価

が完結できる形になっておりますので、是

非とも、評価ということで皆様のご協力をい

ただきたいと思います。 

4 月ですね、昨年まで 4 月に会議があ

ったのでその会議の際にご提出をお願い

していたのですが、次年度は 4 月の会議

の開催を今のところ予定しておりませんの

で、期日を 4 月 20 日木曜日、この日まで

にご提出をお願いできればというふうに考

えております。 

繰り返します。4 月 20 日です。1 カ月ほ

どの作業ということでございますけれども、

皆様からのご意見をしっかり受け止めさせ

ていただいて次年度へつなげていきたいと

考えておりますのでご協力お願いいたしま

す。 

また、こちらの評価につきましては教育

委員会全体で事務事業点検評価報告とい

うのを教育委員会全体でまとめておりまし

て、その中で社会教育関係の基礎資料と

いうことで活用させていただく他、次期とな

る第 9 次中期計画の基礎資料ということで

毎年度積み上げていくことになります。 

また、実名が出るということではないんで

すけれども皆様からいただいた評価の内

容についてはその内容と教育委員会でま

とめた点検評価報告書という形で議会に

報告され町民の皆様に公開されることにな

りますのでその点ご承知いただきたいと思

います。 

説明は以上になりますが、何かやり方が

分からないとかありましたらご質問をお受け

したいと思います。また、メールで評価票

が欲しいという方がいらっしゃればメールで

お送りすることも可能ですので遠慮なくお

っしゃっていただければというふうに思って

おりますので、よろしくお願いします。 

 

(牛島委員長) 

はい。ここで質問ある方いらっしゃいます

か。もしくは不明な点がございましたら主査

の方にご連絡していただけばと思います。 

ひと月ありますけれど、今日色々説明い

ただいたので記憶の新しいところでサクサ

クと仕上げていただければなと思いますの

で。 

私たちの大事な仕事の１つですよね。早

めにご提出いただければと思いますので

一つよろしくお願いいたします。 

締切日は 4 月 20 日木曜日でございま

す。 

以上で、協議事項 4、第 8 次美幌町中

期計画の単年度評価についてを終りま

す。 

 

５ その他                     

(牛島委員長) 

次にその他についてです。はじめに各

課課長・館長からの連絡事項につきまして

は、お手元に配布されております資料 5、

各課長・館長連絡事項をご覧いただくこと

でお知らせに代えさせていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。特

に、ご質問等ございませんでしょうか。 

次に、次回会議の日程等について、事

務局より説明をお願いします。 

(立花課長) 

本日は長時間にわたりましてボリューム
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満載の会議ということでご出席いただきあり

がとうございました。 

皆様におかれましても現任期の方が年

度明け 5 月 10 日までということで 10 日ま

でには先ほどの評価を提出していただきた

いと思いますけど、次回の会議につきまし

ては申し訳ない方も出てくるかもしれない

ですけど新たな委員ということで、評価に

つきましては報告されますのでくれぐれも

期限の遅れなくご提出を、と思っておりま

す。 

委員の改選期ということもございまして、

今この場で次回の会議が何日ですというの

は申し上げることが出来ない状況にありま

して、一応中旬ということで 5 月中には開

催したいと考えております。 

継続される委員の方、また新たになられ

る委員の方などそれぞれあるかと思いま

す。会議のご案内につきましては後日文章

の方でご案内したいと思いますのでよろし

くお願いします。 

以上になります。 

 

(牛島委員長) 

既に、冒頭で事務局よりご説明ありまし

たように町議員になられて退任されている

方もおりますしＰTA 連合会の方も任期途

中ですが変わられる方が何人かいるのか

なと思っております。 

ここでですね。今期で退任されるという

情報が委員長、副委員長に来ましたので

今日出席いただいている方の中で、長く私

の先輩で様子を見ていただいた寺田委員

が退任されるというお話を聞いております。

色々な思いがあると思いますのでせっかく

の機会ですのでご挨拶いただければと思

います。 

寺田さんお願いします。 

 

(寺田委員) 

牛島委員長からご紹介いただきましたが

私社会教育活動奨励員っていう社会教育

の活動をする団体がありまして、その中の

代表ということでここに参加させていただい

ているんですね。 

それがちょうど 20 年になりました。僕が

今 57 なんですけど 47，8 ぐらいで最初の

子どもが小学 1 年生の時から社会教育活

動に参加させていただいてます。その流れ

の中でここにいたのが平成 23 年からです

ので、そこから 12 年間社会教育委員とし

て活動に参加させていただきました。 

本当に今、これが最後の会議なんだなと

思いながら色々昔のことを思い出したりと

かしていたんですけれど、本当に１番強く

印象に残ってるのは中期計画の推進目標

のところで 2回参加させていただきました。 

その中で色々な委員の皆さんと美幌の

町のことを議論したりとかですね。こんな風

な社会教育になっていったらいいよねって

いうような理想も自分の中に結構あったりし

てそんなことを自由に発することを許してい

ただきまして、委員長さんはじめ本当に多

くの方、特にそこに座っている野村さんとか

担当されていた方にはたくさん迷惑をかけ

たと思うんですけど、そんな中で受け入れ

ていただきながら美幌の町の社会教育に

参加させていただいたこと本当に誇りに思

いますし、いっぱい思い出を作らせていた

だきました。 

その中でちょっと話したらまた色々視察

に行ってきた裏側とかですね。 

美瑛町とか富良野市とかいってきたりし

てちょっと多めに時間を作って委員長さん

とか他の皆さんともお話しできたのもすごく

刺激になりましたしとてもいい思い出いなっ

ております。 

ちょっと名残惜しくてですね。やめると言

ってから寂しい思いも出てきたんですけれ

ど僕もちょっと 60 を前にしまして自分自身

の生活をちょっと見直そうかと思いました。 

4 年位前から色んな役が自分の中で増

えてきたりしてしまって、もうちょっと自分の

中では丁寧にやりたかったんですけど、少

し自分の中で雑さを感じてきたりしてしまっ

ている部分があって。原点に返って、もう一
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度これからの生き方などを考えながら美幌

の町でより楽しく住んでいきたいなと思って

いますので、これから参加する事業がいっ

ぱいで博物館と図書館もスポーツセンター

もそうですし事業がいっぱいありますので

そういったところにも参加する余裕ができた

らいいなと思いました。 

本当に 10 年間色々言わせていただき

ありがとうございました。 

 

(牛島委員長) 

長い間本当にお世話になりました。 

今後とも社会教育の活動に応援団とし

てお力添えいただきたいと思います。 

それでは、次回の会議ですが 5 月の中

旬ということでご確認お願いします。 

本日の議案は以上となりました。 

予定より若干早く終われたのかなと思い

ます。皆様ご協力いただきましてありがとう

ございました。 

引き続きお世話になる委員もいますので

5 月にはここにいる委員の皆様と新しい委

員を迎えてですね。できればいいと思いま

すのでよろしくお願いします。 

以上を持ちまして令和４年度第６回美幌

町社会教育委員会を終了いたします。 

皆様、大変お疲れさまでした。 

 

【閉会】 

 

 

 


